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ＯＴＡシティ・マネジメントレポート 

Ⅰ 区がめざす将来像をお示しします                 

１ 大田区基本構想・新おおた重点プログラム 

大田区基本構想（以下、「基本構想」という。）は、平成20年10月に区の最上位計画

として区議会で議決されました。「基本構想」では、20年後のあるべき姿である将来像

を「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた」とし、区が行う

全ての事業は、この将来像の実現に向けて実施しています。 

「基本構想」に掲げる将来像を実現するため、区は、施策を体系的に整理した基本計

画として「おおた未来プラン10年」（平成21年３月策定、平成26年３月改訂）（以下、

「未来プラン」という。）の下、施策の推進を図ってきました。また、「未来プラン」の

計画期間が平成30年度末をもって終了したことを受け、令和元年７月、「おおた重点プ

ログラム」を策定し、切れ目のない施策展開を図りつつ、令和３年度を始期とする新た

な基本計画の策定を進めていました。 

しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大により、区政を取り巻く状況は一変し、区

民生活や区内の経済活動にも多大な影響が及びました。区は、限られた資源を、緊急的・

重点的に取り組むべき事業に集中的に投入し、早期に区民生活や地域経済を立て直すこ

とを最優先とするため、新たな基本計画の策定を延期し、令和２年10月、緊急課題の克

服をテーマとした「新おおた重点プログラム」を策定しました。感染症拡大を端にする

緊急事態からの回復や大規模自然災害への対策、従前からの重大なテーマである少子高

齢化への対応、公共施設の維持更新、重要な成長戦略となる社会資本の整備も見据えた

施策展開に取り組んでいく必要があることから、こうした重点的な課題への対策を着実

に推進するための計画としています。 
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将来像 地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた 

 
（１）大田区の将来像及び行政計画の体系 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（２）「地域力・国際都市 おおた」をめざして 

区は、「基本構想」に掲げる将来像の実現に向けて「地域力」と「国際都市」の２つ

のキーワードを区政推進の理念としています。 

「地域力」とは、区民一人ひとりの力を源とし、複雑多様化する地域課題に区と地域

が連携して取り組むことで、魅力ある地域を創造していく力と定義しています。 

「国際都市」とは、「人・もの・技術を世界に送り出している大田区が、都市
ま ち

と人々

をつなぐ役割を担う姿」とし、地域力と同じく区の将来像に掲げているものです。 

引き続き「地域力」と「国際都市」を柱とし、さらに魅力溢れるまちづくりを進めて

いきます。 

 

 

 

 

 

[大田区基本構想]
■位置づけ
議会の議決を必要とする区の最上位計画

■目的
20年後の大田区の将来像、区政運営の方向性を明示

[新おおた重点プログラム]
■位置づけ
基本構想の直下に置き、広く区政全般の方向性を示す計画

■目的
第一に区民の生命・財産を守ることを最優先課題に据えると

ともに、基本構想に掲げる区の将来像を実現するための具体的
な取組を推進するための施策を展開
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（３）新おおた重点プログラムの基本目標別決算額 

「新おおた重点プログラム」は「子育て・教育・保健・福祉領域」、「都市基盤・空港

臨海部・産業領域」、「地域力・環境・区政体制領域」に区分し、それぞれの領域ごとに

基本目標と個別目標を掲げ、将来像の実現を目指しています。 

令和２年度の重点施策に掲げる事業の決算額は、基本目標１『生涯を健やかに安心し

ていきいきと暮らせるまち』では、特別定額給付金の支給等を行った「緊急対策（生活

支援策）」に741億7,236万円、「私立（認可）保育園の整備」に239億2,753万円、「学

校教育環境の整備」に51億2,761万円などとなっています。 

基本目標２『まちの魅力と産業が世界に向けて輝く都市
ま ち

』では、「拠点公園・緑地の

整備」に16億8,485万円、「工場の立地・操業環境の整備」に13億311万円、「都市計画

道路の整備」に11億6,209万円などとなっています。 

基本目標３『地域力と行政の連携がつくる人と地球に優しいまち』では、「公共施設

の多機能化・複合化の推進」に26億6,230万円、「徹底した分別によるリサイクルの推

進」に21億5,091万円、「有用金属の資源化の取組」に４億9,094万円などとなっていま

す。 

新おおた重点プログラム事業の成果は、「主要施策の成果※1」において公表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《用語解説》 

※1 主要施策の成果 
地方自治法第 233 条第５項の規定に基づき、毎年度主要な施策の事業内容と決算額を分野ごと

に取りまとめ、「主要施策の成果」として公表しています。 
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２ 大田区の人口 

（１）大田区の人口増減 

令和３年１月１日時点の人口は 733,672 人、前年から 821 人の減となっており、特

別区の中で３番目に多くなっています。 

人口構成では、年少人口（０歳から 14 歳）が 10.86％、生産年齢人口（15 歳から

64 歳）が 66.47％、老年人口（65 歳以上）が 22.67％となっています。特別区合計と

比較すると、老年人口の割合がわずかに高くなっていますが、全国合計と比較すると年

少人口、老年人口の割合は低く、生産年齢人口の割合が高くなっています。 

また、年齢３区分ごとの増減としては、老年人口が増加する一方で、年少人口及び生

産年齢人口が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日本人・外国人内訳 

大田区における外国人人口は 24,122 人であり、特別区の中では７番目に多くなって

います。総人口に占める割合としては 3.29％であり、特別区合計を下回る数値となって

いますが、全国合計と比較すると多くの外国人が住んでいることになります。 

 

 

 

 

 

（単位：人）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

０歳から14歳 15歳から64歳 65歳以上

人数 733,672 79,689 487,654 166,329

割合 100.00% 10.86% 66.47% 22.67%

人数 734,493 80,020 488,363 166,110

割合 100.00% 10.89% 66.49% 22.62%

増減数 △ 821 △ 331 △ 709 219

増減率 △0.11% △0.41% △0.15% 0.13%

人数 9,572,763 1,082,862 6,435,831 2,054,070

割合 100.00% 11.31% 67.23% 21.46%

人数 126,654,186 15,319,131 75,566,552 35,768,503

割合 100.00% 12.10% 59.66% 28.24%

※住民基本台帳に基づく令和３年１月１日現在の人口にて比較。

※年齢不詳者を含んでいない。

特別区合計

（令和３年１月１日現在）

全国合計

（令和３年１月１日現在）

区分 合計

大田区

（令和３年１月１日現在）

大田区

（令和２年１月１日現在）

増減

（単位：人）

大田区 733,672 709,550 24,122 3.29%

特別区合計 9,572,763 9,115,890 456,873 4.77%

全国合計 126,654,244 123,842,701 2,811,543 2.22%

※住民基本台帳に基づく令和３年１月１日現在の人口にて比較。

区分 合計
日本人人口 外国人人口

外国人人口の

割合


